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本研究は，ご当地グルメにより地域活性化を目指す自治体が，ご当地グルメを観光資源として有

効活用できているのかを振り返るためのツールを考案することを目的とする．特に本稿では，先行

研究では考慮できていなかった「店舗配置の時間方向への変化」を考慮し，あるご当地グルメ店舗

の位置情報を2012年と2014年の二時点で入手し，ご当地グルメ店舗の「集積」の変化を観測するこ

とで，そのご当地グルメの成熟過程と立地の関係をモデル化するための足掛かりを得た．具体的に

は，時間断面ごとに集積度の距離の尺度の設定が重要になるということ，ご当地グルメ店舗の配置

様式の変化にはマルコフ性がある可能性である． 
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1. はじめに 

 

近年のご当地グルメブームにより，ご当地グ

ルメを観光資源として打ち出し，地域活性化を

目指す自治体は多く存在しているが，果たして

観光資源としてご当地グルメを有効活用できて

いるのかどうかは疑問であり，実際にそれを振

り返っている都市は多くはないと思われる． 

そのため，もしかすると，上手く運用できて

いると認識していたご当地グルメが，実は衰退

の一途をたどっていた，ということがあり得る

かもしれない．ご当地グルメが有効活用されて

いるかどうかが振り返られてこなかった一因と

しては，ご当地グルメを有効活用できているの

かどうかを判断するツールが確立されていない

ことが挙げられる． 

正木らの研究 1)では，複数の地方都市の，あ

る一時間断面におけるご当地グルメの立地を

「集積度」「向心力」（後述）という指標を用

いて表し，ご当地グルメの店舗の『集まってい

る度合』が大きいほど観光入込客数は増加する，

といった結果を得た．そして，ご当地グルメ店

舗が集積していることの効果から，そのご当地

グルメの持つ観光資源としてのポテンシャルを

計る方法が考案されたが，改善の余地が多く残

されている．本研究ではそのうちの 1 つについ

て，検討する． 

 

 

2. 先行研究の課題整理 

 

先行研究の課題の 1 つは，「集積度」「向心

力」の表し方である．正木らの研究 1)では，人

口 1 人当たりの観光入込客数を目的変数とし，

市人口に対する高齢者の割合，人口 1 人当たり

の商品販売額等の「都市の性質を表す変数」を

説明変数とする重回帰分析を行い，そのモデル

の残差を「都市の性質では説明できない観光の

魅力（＝観光のポテンシャル）」であるとし，

観光のポテンシャルとご当地グルメの集積度の

相関が最も高くなるような表し方で「集積度」

「向心力」を提案した． 

しかし，それらのパラメータをどう設定する

のが適切であるのかは，今後議論すべき問題と

して残っている． 

もう 1 つには，「時間」の概念が入っていな

いことである．先行研究では，集まっているこ

との度合が観光入込客数どのように作用してい

るのかを明らかにすることが目的であったので，

ある一時間断面で，様々な地域のご当地グルメ

の位置情報と観光入込客数の関係に着目してい

た．それが図-1 でいうところの『地域軸-グルメ
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の集積軸』の議論である．しかし，対象とした

ご当地グルメの中には，「近江牛」「讃岐うど

ん」のような，生まれてから歴史が長いものと，

いわゆる「B 級グルメ」のような，できてから

歴史の浅いものが混在しており，それらの歴史

に由来する成熟度とその集客効果を圧縮してし

まっていた．そのため，時間方向への分解を行

い，ご当地グルメが集客力のある観光資源へと

成熟していく様の観測がなされるべきであると

考える． 

つまり，図-1 でいうところの『時間軸-グルメ

の集積軸』の議論を行う必要があるのだが，あ

るご当地グルメの配置データを複数の時間断面

にわたって取得するのは困難であり，過去に遡

って観測を行うのは不可能に近い． 

しかし，先行研究で用いた 2012 年の浜松市の

餃子店舗のデータに加えて，今回 2014 年のデー

タを取得したので，二時間断面での位置データ

の比較が可能となった． 

そのため，本研究では『時間軸-グルメの集積

軸』，あるご当地グルメの持つ観光資源として

のポテンシャルが時間と共にどのように変化し

ていくのかを考察する． 

 

 

3. 「ご当地グルメの立地」を表す指標の

レビュー 

 

(1) 変数の設定に関する課題 

 2 章でもふれたように，集積度と向心力の表

し方については検討すべき点が未だ多く存在し

ている． 

その理由の 1 つは，集積度も観光入込客数も

時間と共に変動する値であるということである．

接近度の減衰関数や，そのパラメータの適切な

値は，時間断面ごとに変化すべきであり，断面

ごとに観光入込客数との相関が最も大きくなる

ような関数，パラメータを採用すべきである． 

しかしながら，本研究においては，2014 年の

観光入込客数のデータが発表されていないこと，

2014 年のご当地グルメの位置データを取得でき

たのが今現在浜松市のみであることから，減衰

関数とパラメータを先行研究の経験より仮定し

た． 

 

(2) 集積度・向心力 

 ここで，先行研究で用いられていた「集積

度」「向心力」についてレビューする． 

「集積度」「向心力」は，式(1)で表される．

対象エリア内の全ての店舗対に対して接近度

f(Xij)を求め，その和をとる． 

 

  )( ija XfU    (1) 

α：ご当地グルメの魅力度 

β：店舗の魅力度 

 

ここで，α，βについて，どのような指標を
用いるべきかも今後議論されるべきだが，本研

究ではα=β=1とした． 

また，接近度 f(Xij)は，2 点間の距離が小さい

ほど大きな値をとる減衰関数となっており，2点

間の距離の離れ具合がどのように作用するのか

を決定する関数であるので，用いる減衰関数に

ついても今後議論の対象とすべきだろう．本研

究では式(2)のように接近度を定義する． 
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なおパラメータ a1 は減衰の強さを意味し，

様々な値に変化させることも可能であるが，簡

単のため本研究では a1=1[km-1]と固定する． 

また，「集積度」と「向心力」には，集積度

と向心力は 2 地点間の距離 X の取り方に違いが

ある． 

集積度は対象エリア内の全ての店舗対に対し

 

図-1 本研究の位置づけ 
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(a)集積度        (b)向心力 

図-2「集積」を表す 2つの指標のイメージ 
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て接近度を求めその和 Fa =αΣβf(Xij)をとる．す

なわち明示的に集積の中心を設けない考え方で

ある．一方で向心力は，予め設けた都市の何ら

かの中心点に対しての集積の効果を求める考え

方であり，中心点と各店舗までの距離 Xojについ

て総和 Fb =αΣβf(Xoj) をとった．ここでは公示

地価最高点が都市の中心として相応しいとする． 

以上のように，「集積度」「向心力」につい

ては今後議論すべき課題が多く存在しているが，

本研究では，式(1)，(2)を用いるのが適切である

と仮定し，「集積度」「向心力」を算出する． 

 

 

4. 複数時間断面での比較 

 

(1) ご当地グルメ店舗の位置情報の取得 

浜松市の餃子の店舗について，2012年 10月と

2014 年 7 月の二断面の位置情報を取得すること

ができた． 

ご当地グルメ店舗の検索と位置情報の取得に

はグルメサイト「食べログ」2)を使用した． 

食べログの検索画面の，「エリア名・駅名」

に対象都市を，「ジャンル・店名・TEL」に対

象グルメを入力し，店舗を検索する．出力され

た店舗の詳細情報ページより，「店名」と「店

舗の住所」の情報を入手する．これらの情報を

Excel に入力し，Google Maps API を用いて住所

情報を緯度経度に変換する． 

地点 A・地点 B の緯度をφA・φB，地点 A・

地点 Bの経度を λA・λB  とすると，地点 A・地点

Bのなす角 xABは式(2)で表される．また，赤道の

全長を R(=6,371km)とすると，地点 A・地点 B間

の距離 XABは式(3)で表される． 

 

))cos(coscossin(sincos 1

ABBABAABx   

       
(3) 

 

ABAB RxX       (4) 

 

式(2)，式(3)の導出には球面三角法を用いた．

得られた緯度経度座標を式(3)，式(4)に代入し，

店舗間の距離・公示地価最高地点からの距離を

算出することができる． 

 

(2) 集積度・向心力の比較 

 浜松市のご当地グルメ「浜松餃子」について，

3.(1)に記した方法で，2012年と 2014年の二時間

断面でのご当地グルメ店舗の立地データを整備

した． 

なお，浜松市の公示地価最高点は 2012 年と

2014 年で変化がなかったため，向心力を算出す

る際の中心点は同一である． 

 2012 年の店舗の配置をプロットしたものを図-

3 に，2014 年の店舗の配置をプロットしたもの

を図-4に示す． 

 店舗の配置は，一見 2012 年と 2014 年では大

きくは変化していないように見える． 

しかし，2012年と 2014年それぞれについて店

舗数，集積度，向心力を算出し，2 章で定義し

た集積度や向心力の減衰関数やそのパラメータ

が適切であると仮定すると，以下の 4 点が明ら

かとなる． 

 

① 2012年から 2014年で浜松餃子を扱う店舗は

19店増加している． 

② 集積度と向心力は 2014 年にかけて増加して

いる． 

③ 集積度の増加率は，店舗数のそれと比較し

て，大きい． 

④ 集積度を店舗数で除した値は 2014 年の方が

大きいが，向心力を店舗数で除した値は

2012年の方が大きい． 

 

ここで，集積度を店舗数で除した値，向心力

を店舗数で除した値の意味について考える． 

 

図-3 2012年の店舗の配置 

 

 

図-4 2014年の店舗の配置 
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 集積度とは，すべての店舗対の距離を減衰関

数に当てはめ，合計したものであるので，集積

度を店舗数で除すということは，他店舗（ある

店舗を基準としたとき，その店舗以外の全ての

店舗）との平均的な接近度と読み取ることがで

きる．したがって，その接近度が 2012 年から

2014 年にかけて大きくなっているということは，

集積度の増加は店舗数の増加だけに起因するも

のではなく，店舗間の接近度が全体的に大きく

なった，すなわち，店舗の集積が進んだ，とい

うことである． 

 また，向心力は中心地点（ここでは公示地価

最高点）と各店舗との距離を減衰関数に当ては

め，合計したものであるので，向心力を店舗数

で除すということは，各店舗と中心地点までの

平均的な接近度と読み取ることができる．その

ため，2012年から 2014年にかけてその値が減少

しているということは，集積の中心が公示地価

最高点から離れていくような立地の変化が生じ

ている，ということである． 

この結果より，浜松市の餃子店舗の配置には

何らかの変化が起きており，その変化は単に店

舗数の増減だけにとどまらず，店舗間の集まり

方，すなわち『集積の様子の変化』を観測する

ことができた．その変化とは，店舗の集積の度

合が大きくなるもの，かつ，その集積の中心が

都市中心部から離れていくものであった． 

つまり，先行研究ではご当地グルメの店舗の

『集まっている度合』が大きいほど観光入込客

数は増加する，という結果が得られていること

と合わせて考えると，2014 年現在の浜松市の餃

子店舗は栄枯盛衰過程でいうところの，成熟へ

向かう『成長過程』にあることが推察される． 

 

 

5. おわりに 

 

本研究では，先行研究では圧縮されていた，

『時間軸-店舗の集積軸』を二時間断面に分解し

てご当地グルメ店舗の「集積」の変化を観測し

た． 

4.(2)で得られた結果は，集積度・向心力の表

し方（用いる減衰関数やそのパラメータ）が，

時間断面と共に変化しないとした時に，2年間で

どの程度店舗の立地の変化が生じ，それに対応

し，集積度がどの程度変化するのかを示したも

のであると言える． 

 この結果より，2年間でのご当地グルメの店舗

の変化の様子（図 -3，図 -4）は，非定常状態

（成長過程）から定常状態（成熟過程）にむけ

て推移している途中段階であるように見受けら

れ，そこには一種のマルコフ性を感じられた．

これが今後，ご当地グルメの成熟期と衰退過程

を明らかにするヒントとなるかもしれない． 

一方で，集積度・向心力，二時間断面で変化

していることが観測できたということは，今後

減衰関数やそのパラメータを時間断面ごと変化

させる必要性が生じたと言えるだろう． 

 時間断面ごとの減衰関数やパラメータの設定

は，その年の観光入込客数のデータが手に入れ

ば都市の観光のポテンシャルが算出でき，それ

と相関が最も高くなるものを採用すればよいの

で，新たに 2014 年の観光入込客のデータが入手

でき次第可能となる． 

このことは，非常に重要な示唆である．ご当

地グルメの成熟過程をモデル化するための，足

掛かりとして非常に重要な発見であると言える

だろう． 

今後は，時間断面ごとの減衰関数の設定と共

に，ご当地グルメの配置の変化のマルコフ性を

ヒントに空間統計の活用も考えていく． 

 

 

参考文献 
1) 正木恵，加賀谷大生，寺部慎太郎，葛西誠：地

方都市活性化にご当地グルメが与える影響，土

木計画学研究・講演集 Vol.47，CD-ROM，2013 

2) ランキングと口コミで探せるグルメサイト「食

べログ」：http://tabelog.com/ 

3) 国土交通省：観光客の移動支援に資する情報提

供マネジメントに関するヒント集，2009 

表-1 2時間断面での変化 

 
①2012年 ②2014年 

(a)店舗数 107 126 

(b)集積度 452.4 561.0 

(c)向心力 15.72 18.04 

(b)/(a) 4.228 4.452 

(c)/(a) 0.147 0.143 
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